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6月
がつ

第
だい

1課
か

は、レムナントが成
な

し遂
と

げたエリコ作戦
さくせん

です。 

 

ヨシュア 6 章
しょう

8～10節
せつ

 

08 ヨシュアが民
たみ

にそう言
い

ったとき、七人
ななにん

の祭司
さ い し

たちは、七
なな

つの雄羊
おひつじ

の角笛
つのぶえ

を持
も

って主
しゅ

の前
まえ

を進
すす

み、角笛
つのぶえ

を吹
ふ

き鳴
な

らした。主
しゅ

の契約
けいやく

の箱
はこ

はそのうしろを進
すす

み、 

09 武装
ぶ そ う

した者
もの

たちは、角笛
つのぶえ

を吹
ふ

き鳴
な

らす祭司
さ い し

たちの前
まえ

を行
い

き、しんがりは角笛
つのぶえ

を吹
ふ

き鳴
な

らしながら箱
はこ

のうし

ろを進
すす

んだ。 

10 ヨシュアは民
たみ

に命
めい

じた。「あなたがたはときの声
こえ

をあげてはならない。声
こえ

を聞
き

かせてはならない。口
くち

からこ

とばを出
だ

してはならない。『ときの声
こえ

をあげよ』と私
わたし

が言
い

うその日
ひ

に、ときの声
こえ

をあげよ。」 

 

6月
がつ

は 5週間
しゅうかん

あって、学院
がくいん

福音化
ふくいんか

のメッセージの内容
ないよう

は非常
ひじょう

に多
おお

いです。 

3週間
しゅうかん

はヨシュア記
き

からのみことばです。4週目
しゅうめ

は士師記
し し き

。最後
さ い ご

の 5週目
しゅうめ

はサムエル記
き

第一
だいいち

です。 

学院
がくいん

福音化
ふくいんか

 のテキストに出
で

 てい 聖書
せいしょ

箇所
か し ょ

 だけを見
み

  のではなく、全体
ぜんたい

 の内容
ないよう

 を聖書
せいしょ

 で直接
ちょくせつ

読
よ

 んでみてくだ

さい。そして、注意
ちゅうい

す ことは、聖書
せいしょ

を読
よ

むときは、人物
じんぶつ

中心
ちゅうしん

の歴史
れ き し

の本
ほん

のように読
よ

まないでください。イエ

ス・キリスト中心
ちゅうしん

の救
すく

いの歴史
れ き し

を中心
ちゅうしん

にして読
よ

んで黙想
もくそう

してください。 

 

結局
けっきょく

、聖書
せいしょ

は一
ひと

つだけを話
はな

すのです。そては、イエスを通
とお

した救
すく

いです。私
わたし

たちの人間
にんげん

は、ただ土
つち

で、ちり

であり、Nothing、絶対
ぜったい

不可能
ふ か の う

な存在
そんざい

であ ことを知
し

 べきです。そのような不可能
ふ か の う

な人間
にんげん

を、神様
かみさま

が神
かみ

の民
たみ

と

してくださ ために、キリストを通
とお

してすべての恵
めぐ

みをみな一度
い ち ど

に注
そそ

いでくださいました。そのようにして神
かみ

の民
たみ

としてくださったことを話
はな

してい のが聖書
せいしょ

です。そして、キリストをかしらとす 教会
きょうかい

として私
わたし

たち

を立
た

て上
あ

げて行
い

ってくださいます。私
わたし

たちがす ことは何
なに

もありません。 

 

今日
き ょ う

は、エリコの征服
せいふく

についての内容
ないよう

です。 

カナンという約束
やくそく

の地
ち

は、すでにアブラハムのときから神様
かみさま

が約束
やくそく

してくださった所
ところ

です。そのカナン征服
せいふく

において、いろいろな種族
しゅぞく

と戦争
せんそう

もす ことを、あらかじめ話
はなし

をされました。そのカナン征服
せいふく

の初
はじ

めての征服
せいふく

戦争
せんそう

が、エリコでした。乳
ちち

と蜜
みつ

の流
なが

れ 、敵
てき

のいない地
ち

をそのまま与
あた

えてくださったら良
よ

かったのに、なぜ七
なな

つの部族
ぶ ぞ く

と、31 の王
おう

と戦
たたか

うようにされたのでしょうか。その理由
り ゆ う

は何
なん

でしょうか。不可能
ふ か の う

であ イスラエル

を可能
か の う

に変
か

えようとす ことでは、絶対
ぜったい

に違
ちが

います。私
わたし

たちにあ 程度
て い ど

の影 響 力
えいきょうりょく

を備
そな

えさせて 「そのとき、

わたしが何
なに

かをす 」と待
ま

っておられ のではないということです。あいかわらず不可能
ふ か の う

なイスラエルなので

すが、絶対
ぜったい

可能
か の う

な神様
かみさま

が働
はたら

かれ ということを、分
わ

からせようとす ことが目的
もくてき

なのです。 「わたしが神
かみ

であ

り、あなたは被造物
ひぞうぶつ

だ」ということを教
おし

えられ ということでしょう。そのまま私
わたし

たちは、すべて成
な

されて

行
い

くことの中
なか

で、私
わたし

がしたことは何
なに

もないと告白
こくはく

すれば良
よ

いということです。私
わたし

には、すぐれてい ことは

絶対
ぜったい

にないのだということを分
わ

かれば良
よ

いのです。 

 

そのカナンの征服
せいふく

、そしてエリコの征服
せいふく

について、モーセに最初
さいしょ

に与
あた

えられみことばは、何
なん

だったかを先
さき

に見
み

てみましょう。 



申命記
しんめいき

9 章
しょう

1節
せつ

から 3節
せつ

です。 

01 聞
き

け、イスラエルよ。あなたは今日
き ょ う

、ヨルダン川
がわ

を渡
わた

って、あなたよりも大
おお

きくて強
つよ

い国々
くにぐに

を占領
せんりょう

しよう

としてい 。その町々
まちまち

は大
おお

きく、城壁
じょうへき

は天
てん

に高
たか

くそびえてい 。 

02 あなたがよく知
し

ってい アナク人
じん

は、大
おお

きくて背
せ

が高
たか

い民
たみ

であ 。あなたは「だれがアナク人
じん

に立
た

ち向
む

か

え だろうか」と言
い

われ のを聞
き

いたことがあ 。 

03 今日
き ょ う

、知
し

りなさい。あなたの神
かみ

、主
しゅ

ご自身
じ し ん

が、焼
や

き尽
つ

くす火
ひ

としてあなたの前
まえ

を進
すす

み、彼
かれ

らを根絶
ね だ

やしにさ

れ 。主
しゅ

があなたの前
まえ

で彼
かれ

らを征服
せいふく

され 。あなたは主
しゅ

が約束
やくそく

されたように、彼
かれ

らをただちに追
お

い払
はら

って滅
ほろ

ぼすのだ。 

 

すでに 40年前
ねんまえ

に、カデシュ・バルネアに留
とど

まったときに、モーセを通
とお

して約束
やくそく

された内容
ないよう

です。ここで重要
じゅうよう

なことは、3節
せつ

にあります。 「主
しゅ

ご自身
じ し ん

が、焼
や

き尽
つ

くす火
ひ

としてあなたの前
まえ

を進
すす

み」ということです。神様
かみさま

が先
さき

に進
すす

んでおられ ので、あなたがたは後
のち

をついて行
い

けば良
よ

いということでした。それにもかかわらず、不信仰
ふしんこう

になって 40年間
ねんかん

の荒野
あ ら の

生活
せいかつ

をしたのでした。いま 40年
ねん

が過
す

ぎた後
のち

、申命記
しんめいき

で神様
かみさま

のみことばの命令
めいれい

をイスラ

エルに伝達
でんたつ

してい 場面
ば め ん

です。「申命記
しんめいき

」という言葉
こ と ば

の意味
い み

が再
ふたた

び伝
つた

え という意味
い み

です。 

ここで、また重要
じゅうよう

なのは、このように約束
やくそく

をしてくださり、神様
かみさま

が先立
さ き だ

って行
おこな

われ と言
い

われたでしょう。

そして、神様
かみさま

がす と言
い

われたのですが、その後
あと

の 4節
せつ

からを見
み

てみましょう。 

 

04 あなたの神
かみ

、主
しゅ

があなたの前
まえ

から彼
かれ

らを追
お

い出
だ

されたとき、あなたは心
こころ

の中
なか

で、「私
わたし

が正
ただ

しいから、主
しゅ

が

私
わたし

をこの地
ち

に導
みちび

き入
い

れ、所有
しょゆう

させてくださったのだ」と言
い

ってはならない。これらの国々
くにぐに

の邪悪
じゃあく

さのゆえ

に、主
しゅ

はあなたの前
まえ

から彼
かれ

らを追
お

い出
だ

そうとしておられ のだ。 

05 あなたが彼
かれ

らの地
ち

を所有
しょゆう

す ことができ のは、あなたが正
ただ

しいからではなく、またあなたの心
こころ

が真
ま

っ直
す

ぐだからでもない。これらの国々
くにぐに

の邪悪
じゃあく

さのゆえに、あなたの神
かみ

、主
しゅ

があなたの前
まえ

から彼
かれ

らを追
お

い出
だ

そうと

しておられ のだ。また主
しゅ

があなたの父祖
ふ そ

、アブラハム、イサク、ヤコブになさった誓
ちか

いを果
は

たすためであ

 。 

06 知
し

りなさい。あなたの神
かみ

、主
しゅ

は、あなたの正
ただ

しさゆえに、この良
よ

い地
ち

をあなたに与
あた

えて所有
しょゆう

させてくださ

 のではない。事実
じ じ つ

、あなたはうなじを固
かた

くす 民
たみ

なのだ。 

07 あなたは荒野
あ ら の

であなたの神
かみ

、主
しゅ

をどれほど怒
いか

らせたかを忘
わす

れずに覚
おぼ

えていなさい。エジプトの地
ち

を出
で

た日
ひ

からこの場所
ば し ょ

に来
く

 まで、あなたがたは主
しゅ

に逆
さか

らい続
つづ

けてきた。 

 

4節
せつ

では、あなたたちが自
みずか

らした、あなたたちが正
ただ

しいからと言
い

ってはならないと言
い

われています。 

神様
かみさま

がすべてされ のですが、それにもかかわらず、「あ、これは私
わたし

がしたことで、私
わたし

が正
ただ

しいからそのよ

うなことができた」と言
い

ってはならないと、今
いま

この短
みじか

い聖書
せいしょ

箇所
か し ょ

の中
なか

で 3回
かい

も繰
く

り返
かえ

して語
かた

っておられます。

エリコをはじめ、7部族
ぶ ぞ く

31人
にん

の王
おう

たちは、彼
かれ

らの邪悪
じゃあく

さ、罪
つみ

ゆえに滅
ほろ

びただけだということです。 

6節
せつ

でも、イスラエルは何
なに

だと言
い

われていますか。 「あなたはうなじを固
かた

くす 民
たみ

なのだ」と言
い

われてい でし

ょう。7節
せつ

でも言
い

われます。 「エジプトの地
ち

を出
で

た日
ひ

からこの場所
ば し ょ

に来
く

 まで、あなたがたは主
しゅ

に逆
さか

らい続
つづ

けて

きた。」神様
かみさま

がイスラエルに願
ねが

われ ことは何一
なにひと

つありません。イスラエルと関係
かんけい

なく、神様
かみさま

は神様
かみさま

の働
はたら

きを

しておられたのです。 

 



このように約束
やくそく

 されたカナンの地
ち

 を占領
せんりょう

 す 最初
さいしょ

 の町
まち

 であ エリコを征服
せいふく

 す 内容
ないよう

 は、ヨシュア記
き

  章
しょう

 の

今日
き ょ う

読
よ

んだ本文
ほんぶん

もそうですが、皆
みな

さんがヨシュア 章
しょう

をくわしく読
よ

んでください。 

簡単
かんたん

に話
はな

せば、六日間
むいかかん

は一日
いちにち

に一回
いっかい

ずつを回
まわ

りなさい。エリコの町
まち

は、とても大
おお

きい町
まち

であり、とても強
つよ

い町
まち

でした。その城壁
じょうへき

の上
うえ

の道
みち

が、広
ひろ

いところは 2.7m くらいだったと言
い

われています。城壁
じょうへき

の上
うえ

の道
みち

に馬車
ば し ゃ

が

通
かよ

え くらいの幅
はば

があったということです。人間
にんげん

の力
ちから

では崩
くず

せない城壁
じょうへき

でした。そして、最後
さ い ご

の七回目
ななかいめ

は、

七回
ななかい

回
まわ

りなさいと言
い

われました。全部
ぜ ん ぶ

で 13回
かい

回
まわ

ったのです。今日
き ょ う

読
よ

んだ箇所
か し ょ

に、 「口
くち

からことばを出
だ

してはな

らない」と言
い

われています。 

 

私
わたし

も考
かんが

えてみました。最初
さいしょ

の日
ひ

、一回
ひとまわ

りは、 「しなさいと言
い

われたからやろうか」と回
まわ

ったと思
おも

います。しか

し、三日
み っ か

、四日
よ っ か

、五日
い つ か

過
す

ぎれば、 「これを回
まわ

って本当
ほんとう

に崩
くず

れ のかな」と、たぶん疑
うたが

いを持
も

ったでしょう。小
ちい

さい町
まち

ではなく、最後
さ い ご

の日
ひ

、七回
ななかい

を回
まわ

ったときには、みんな怒
いか

りが出
で

て来
き

ていたのではないでしょうか。皆
みな

さ

んだったらどうでしょうか。口
くち

を閉
と

じて、 「崩
くず

れ 崩
くず

れ か、信
しん

じます」と思
おも

いながら見
み

たでしょうか。私
わたし

だ

ったら、そうではないと思
おも

います。イスラエルの民
たみ

も、ほとんどの疑
うたが

っていたのではないかなと思
おも

います。 

マタイ５章
しょう

に、イエス様
さま

が「情欲
じょうよく

を抱
いだ

いて女
おんな

を見
み

 者
もの

はだれても、心
こころ

の中
なか

ですでに姦淫
かんいん

を犯
おか

したのです」

と言
い

われています。ですから、心
こころ

の底
そこ

から不平
ふ へ い

不満
ふ ま ん

、恨
うら

みを持
も

ったことは、すでに神様
かみさま

に対
たい

して不順従
ふじゅんじゅう

だっ

たということでしょう。 

 

最後
さ い ご

に七回
ななかい

、回
まわ

ったとき、祭司
さ い し

が角笛
つのぶえ

を吹
ふ

き鳴
な

らし、その音
おと

を聞
き

いたらイスラエルは大声
おおごえ

でときの声
こえ

をあげな

さいと言
い

われました。その角笛
つのぶえ

の音
おと

を聞
き

いたその瞬間
しゅんかん

でも、疑
うたが

っていたかもしれません。角笛
つのぶえ

の音
おと

と大声
おおごえ

で

ときの声
こえ

をあげたときに、本当
ほんとう

に崩
くず

れました。たぶん、 「わー！」と言
い

いながら驚
おどろ

いたでしょう。 「本当
ほんとう

に崩
くず

れ

たよ！」と。そのようにして、エリコを征服
せいふく

しました。 

 

そのとき、エリコの町
まち

を征服
せいふく

した後
のち

に、その中
なか

に遊女
ゆうじょ

ラハブとその家族
か ぞ く

以外
い が い

は、すべて老若
ろうにゃく

男女
だんじょ

を問
と

わず殺
ころ

せと言
い

われました。そしてその中
なか

の銀
ぎん

や金
かね

、青銅
せいどう

や鉄
てつ

の器
うつわ

は、主
しゅ

にすべてささげ ようにしなさいと言
い

われ

ました。その内容
ないよう

は 章
しょう

17 から 18節
せつ

にあります。 

17 この町
まち

とその中
なか

にあ すべてのものは主
しゅ

のために聖絶
せいぜつ

せよ。遊女
ゆうじょ

ラハブと、その家
いえ

にともにい 者
もの

たちだ

けは、みな生
い

かしておけ。彼女
かのじょ

は私
わたし

たちが送
おく

った使
つか

いたちをかくまってくれたからだ。 

18 あなたがたは聖絶
せいぜつ

の物
もの

には手
て

を出
だ

すな。あなたがた自身
じ し ん

が聖絶
せいぜつ

されないようにす ため、すなわち、聖絶
せいぜつ

の物
もの

の一部
い ち ぶ

を取
と

ってイスラエルの宿営
しゅくえい

を聖絶
せいぜつ

の物
もの

とし、これにわざわいをもたらさないようにす ためで

あ 。 

 

とても厳
きび

しい命令
めいれい

でした。 

ところで結局
けっきょく

、7章
しょう

1節
せつ

を見
み

 と、アカンという人物
じんぶつ

が出
で

てく のですが、彼
かれ

が聖絶
せいぜつ

の物
もの

の一部
い ち ぶ

を隠
かく

しました。 

01 しかし、イスラエルの子
こ

らは聖絶
せいぜつ

の物
もの

のことで主
しゅ

の信頼
しんらい

を裏切
う ら ぎ

った。ユダ部族
ぶ ぞ く

のゼラフの子
こ

ザブディの子
こ

であ カルミの子
こ

アカンが、聖絶
せいぜつ

の物
もの

の一部
い ち ぶ

を取
と

った。それで、主
しゅ

の怒
いか

りがイスラエルの子
こ

らに向
む

かって燃
も

え上
あ

がった。 

 

 



皆
みな

さんがこの箇所
か し ょ

で注目
ちゅうもく

すべき部分
ぶ ぶ ん

があります。たしかにアカンというひとりの人物
じんぶつ

が罪
つみ

を犯
おか

しました。と

ころが、1節
せつ

には、イスラエル全体
ぜんたい

が罪
つみ

を犯
おか

したことで、それでイスラエル全体
ぜんたい

に主
しゅ

の怒
いか

りが燃
も

え上
あ

がったと

表現
ひょうげん

されています。 

7 章
しょう

11 から 12節
せつ

も同
おな

じ内容
ないよう

です。 

11 イスラエルは罪
つみ

あ 者
もの

となった。彼
かれ

らはわたしが命
めい

じたわたしの契約
けいやく

を破
やぶ

った。聖絶
せいぜつ

の物
もの

の一部
い ち ぶ

を取
と

り、

盗
ぬす

み、欺
あざむ

いて、それを自分
じ ぶ ん

のものの中
なか

に入
い

れ ことまでした。 

12 だから、イスラエルの子
こ

らは敵
てき

の前
まえ

に立
た

つことができず、敵
てき

の前
まえ

に背
せ

を見
み

せたのだ。彼
かれ

らが聖絶
せいぜつ

の者
もの

とな

ったからであ 。あなたがたの中
なか

から、その聖絶
せいぜつ

の物
もの

を滅
ほろ

ぼし尽
つ

くしてしまわないなら、わたしはもはやあ

なたがたとともにはいない。 

 

アカンの犯罪
はんざい

、ひとりの犯罪
はんざい

だったのですが、イスラエル全体
ぜんたい

が罪人
つみびと

になってしまい、それゆえ、そのアカン

を探
さが

し出
だ

して罰
ばつ

を与
あた

えなければ、イスラエル全体
ぜんたい

が罰
ばつ

を受
う

け ことにな と言
い

われています。 

 

ここで、皆
みな

さんが思
おも

い浮
う

かぶことはありますか。アダムひとりが罪
つみ

を犯
おか

したゆえに、全人類
ぜんじん い

が罪人
つみびと

になったよ

うに、アカンひとりのために、イスラエル全体
ぜんたい

が罪人
つみびと

になってしまったのです。 

ローマ 5 章
しょう

19節
せつ

 「すなわち、ちょうど一人
ひ と り

の人
ひと

の不従順
ふじゅうじゅん

によって多
おお

くの人
ひと

が罪人
つみびと

とされたのと同様
どうよう

に、一人
ひ と り

の従 順
じゅうじゅん

によって多
おお

くの人
ひと

が義人
ぎ じ ん

とされ のです。」 

ひとりの従 順
じゅうじゅん

によって、多
おお

くの人
ひと

が義人
ぎ じ ん

となったと書
か

いてあります。このアカンの内容
ないよう

は、さらに深
ふか

い意味
い み

があ のですが、結局
けっきょく

、イエス ・キリストの模型
も け い

の人物
じんぶつ

でもあ ということです。  もっと知
し

りたい方
かた

は、後
のち

ほど広島
ひろしま

に訪
たず

ねて来
き

てください。アカンが石
いし

に打
う

たれて死
し

んだ、そこはアコルの谷
たに

だと言
い

われています。そこ

は、イエス様
さま

が亡
な

くなった場所
ば し ょ

です。） 

 

このアカンの事件
じ け ん

によって、その次
つぎ

に征服
せいふく

す 町
まち

であったアイの町
まち

は、比較的
ひかくてき

小
ちい

さな町
まち

で、民
たみ

の人数
にんずう

も少
すく

ない

所
ところ

だったのですが、そのアイの町
まち

の征服
せいふく

で、完全
かんぜん

に負
ま

けてしまいました。イスラエル全体
ぜんたい

が行
い

かず、3千人
ぜんにん

を

選
えら

んで送
おく

ったのですが、完全
かんぜん

に負
ま

けて追
お

い出
だ

されてしまうようになります。そのアイに負
ま

けた事件
じ け ん

によって、

ヨシュアも神様
かみさま

の前
まえ

にこのような不平
ふ へ い

不満
ふ ま ん

を言
い

います。ヨシュア 7 章
しょう

7節
せつ

のみことばです。 

07 ヨシュアは言
い

った。「ああ、神
かみ

、主
しゅ

よ。あなたはどうして、この民
たみ

にヨルダン川
がわ

をあえて渡
わた

らせ、私
わたし

たち

をアモリ人
じん

の手
て

に渡
わた

して滅
ほろ

ぼそうとされ のですか。私
わたし

たちは、ヨルダンの川
かわ

向
む

こうに居残
い の こ

 ことで満足
まんぞく

していたのです。 

 

それは、ま で紅海
こうかい

の前
まえ

でのイスラエルの民
たみ

が恨
うら

んで言
い

ったことと同
おな

じでないでしょうか。ヨシュアも一時的
いちじてき

にイエスの模型
も け い

となったモーセに代
か

わった指導者
しどうしゃ

として用
もち

いられたのですが、結局
けっきょく

は、ヨシュアも同
おな

じイス

ラエルであり、また、罪人
つみびと

であったのです。 

 

私
わたし

が言
い

いたいのは、レムナントが成
な

し遂
と

げたことは、何
なに

もないということです。神様
かみさま

が用
もち

いられて、一時的
いちじてき

にその神様
かみさま

のみこころが成就
じょうじゅ

され 所
ところ

に用
もち

いられただけだということです。聖書
せいしょ

全体
ぜんたい

がその話
はなし

です。 

 

 



ですから、このエリコの征服
せいふく

の内容
ないよう

の結論
けつろん

は、神様
かみさま

の恵
めぐ

みによってなされたということです。イスラエルをは

じめとして、すべての人間
にんげん

は、自
みずか

ら神様
かみさま

に従 順
じゅうじゅん

にす ことはできない者
もの

です。ですから、神様
かみさま

が先
さき

に進
すす

ま

れて、後
あと

に従
したが

ってく だけすれば良
よ

いと命令
めいれい

され のです。 

 

黙示録
もくしろく

19 章
しょう

を見
み

 と、完全
かんぜん

な勝利
しょうり

を語
かた

られています。すべての女性
じょせい

が待
ま

ってい 白馬
は く ば

に乗
の

った王子
お う じ

が出
で

て来
き

ます。それは、イエス様
さま

です。ところで、そのイエス様
さま

が直接
ちょくせつ

すべての戦
たたか

いを戦
たたか

って、その服
ふく

は血
ち

で染
そ

まっ

ていました。その後
あと

に従
したが

う神様
かみさま

の軍隊
ぐんたい

、つまり、私
わたし

たちですが、同
おな

じように白馬
は く ば

に乗
の

って亜
あ

麻
ま

布
ぬの

の服
ふく

を着
き

て

い のですが、彼
かれ

らが着
き

てい 服
ふく

は真
ま

っ白
しろ

いままです。汚
けが

れていないのです。イエス様
さま

が直接
ちょくせつ

、ご自分
じ ぶ ん

の血
ち

を流
なが

しながらみな戦
たたか

って勝
か

って勝利
しょうり

して、ただ私
わたし

たちはきれいな服
ふく

そのまま私
わたし

たちが手
て

を使
つか

うこともなく、

力
ちから

を使
つか

うこともなく、その後
あと

を追
お

いかけて行
い

けば良
よ

いということです。 

 

最後
さ い ご

に読
よ

む聖書
せいしょ

箇所
か し ょ

は、このエリコの征服
せいふく

についてのヘブル人
びと

への手紙
て が み

の記者
き し ゃ

の告白
こくはく

です。 

ヘブル 11 章
しょう

30節
せつ

 

信仰
しんこう

によって、人々
ひとびと

が七日間
なぬかかん

エリコの周囲
しゅうい

を回
まわ

 と、その城壁
じょうへき

は崩
くず

れ落
お

ちました。 

 

ここで、イスラエルの民
たみ

が自分
じ ぶ ん

たちの信仰
しんこう

を持
も

って回
まわ

ったという内容
ないよう

ではありません。ヘブル 11 章
しょう

に出
で

てく

 信仰
しんこう

は、所有格
しょゆうかく

  ～の信仰
しんこう

）ではなく主格
しゅかく

  信仰
しんこう

が）でみな書
か

かれています。それは、信仰
しんこう

というその主体
しゅたい

によって、人々
ひとびと

がこのようになったという意味
い み

です。その信仰
しんこう

はだれの信仰
しんこう

でしょうか。イエス・キリストの

信仰
しんこう

です。 

それゆえ、ヘブル 12 章
しょう

2節
せつ

に、このように記録
き ろ く

されています。 

02 信仰
しんこう

の創始者
そうししゃ

であり完成者
かんせいしゃ

であ イエスから、目
め

を離
はな

さないでいなさい。この方
かた

は、ご自分
じ ぶ ん

の前
まえ

に置
お

かれ

た喜
よろこ

びのために、 辱
はずかし

めをものともせずに十字架
じゅうじか

を忍
しの

び、神
かみ

の御座
み ざ

の右
みぎ

に着座
ちゃくざ

されたのです。 

 

私
わたし

たちが作
つく

り出
だ

す信仰
しんこう

､または、私
わたし

が私
わたし

のことで持
も

つことができ 信仰
しんこう

はありません。イエス・キリストの、

その信仰
しんこう

が私
わたし

たちに入
はい

ってきて、私
わたし

たちの導
みちび

いてくださ だけなのです。神様
かみさま

の恵
めぐ

みによってなされたエ

リコの作戦
さくせん

でした。 

以上
いじょう

です。 


